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令和６年度事業報告 

要   旨 

 

事業年度活動テーマ 『For your smile』 

～あなたの笑顔と幸せのために～ 

 
はじめに 

   長く続いたコロナ禍が明けた新しい時代を、会員同士がチームとして一体化することで更なる組織

強化を図ることが出来るよう『Partnership チームのために手を取り合おう』として事業活動を推進

しました。 

令和６年度は『For your smile～あなたの笑顔と幸せのために～』を事業年度活動テーマとして

「笑顔」で過ごすことで、明るい未来に繋がるよう活動をして参りました。 

相手がしてくれたことを「あたりまえ」と捉えず、「感謝の気持ち」を大切に「ありがとう」と言葉

にして伝えることを意識して日常生活を過ごすと、自然と笑顔でいることが多くなる。笑顔でいるこ

とが自分の幸せとなり、そして、大切なお客さま、仲間、家族など自身のまわりに関わるすべての人

の笑顔や幸せへと連鎖することで、明るい未来に繋がるよう活動した。 

 

令和６年度の特記する点は下記の通りである。 

 

◆２０２４年次大会ｉｎ秋田、地方協会セミナー 

２０２４年次大会ｉｎ秋田は令和６年５月３１日に盛大に開催することが出来た。また、各地方協会

では、セミナーの対面開催と同時にＷｅｂを活用してハイブリッド開催とするなど、一般消費者参加の

増加を図ることが出来た。 

 

◆ＩＴの活用と促進 

ホームページや学習帖のアクセス数のモニタリングを継続しながら、ＩＴ公益推進委員会の教育部

会・広報部会・ＩＴ推進部会の３部会が合同でアクセス数の増加にむけて活動した結果目標としていた

アクセス数２万件を達成した。 

更に、ＪＡＩＦＡ公式ＬＩＮＥでは広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ」最新号の発信や各種お知らせ等を発信

した。 
 
◆会員増強 

令和６年度は、会員数が前年度比１．５％の減少となり、会員数４万名までに至らなかったが、各地

方協会、各社分会等の活発な活動が行われた。 

 

◆愛のドリーム募金 

会員１人１日１０円を募金し、高齢者福祉施設等に福祉巡回車「愛のドリーム号」を贈呈するなどの

活動を行っている愛のドリーム募金は、生命保険の日である１月３１日に全国一斉贈呈式を実施する方

針の下、全国５４地方協会すべてにおいて一斉に挙行した。 

 

◆ハートフルファンデーション支援 

会員の年会費に５００円のハートフルファンデーション基金が含まれており、「突発的災害」と「未

来ある子どもたち」への２本柱として支援活動を行っている。 

 



- 2 - 

 

「突発的災害」は、被災地のハートフル・コーディネーターや地方協会長との連携により、多発した

大雨災害や大規模山林火災など、迅速に被災地が求める物資支援等を行った。 
また、「未来ある子どもたち」への取り組みとして、平成２９年度以降継続支援してきた３団体に加え、令

和５年度から新たな1団体を加え、引き続き支援を行った。 

 

令和６年度の公益社団法人としての事業詳細については下記のとおり報告する。 

 

■｢公益社団法人」としての役割と使命（教育啓発・情報提供活動事業 （公益目的事業1）） 

公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会（ＪＡＩＦＡ）は、社会保障を補完し、

相互扶助の精神に基づいた公益的役割を担う生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図り、

国民生活を守るため、公正適正な業務の運営を行い、生命保険事業の健全な発展に寄与するとともに

広く社会に貢献するための活動を行うことを目的とする。 

 

目的達成のための事業は次の通りとしている。 

（１）消費者に対する生きがいや生活設計の支援と生命保険に関する教育啓発・情報提供活動 

  （２）地域社会に貢献するためのボランティア活動やエコ活動 

  （３）消費者に対する生命保険知識向上のための調査及び関係機関への提言 

  （４）その他本会の目的を達成するために必要な事業 
 

これを礎に、これまでにも増して、生命保険営業職員で構成する唯一の公益団体として、ＪＡＩＦ

Ａの果たす役割と使命を心に刻み、生命保険の健全な発展のために一歩ずつ着実な事業運営を行って

いくようにしていくことを誓う。 
 

■一般消費者の参加による年次統一セミナー、講演会・セミナー等の実施 

（教育啓発・情報提供活動事業 （公益目的事業１）） 

消費者個々の利益保護を図り、国民生活を守るため、公益的役割を担う社会保障制度の一部を補完

している国民生活に密接な生命保険を、適切に利用していただけるよう、保険の仕組みや新しい保険

の正しい知識を一般の消費者の方々に啓発する活動や、消費者のライフサイクル全般にわたって情報

提供活動につなげるべく講演会、研修会、セミナーなどを実施し、生命保険が自分や家族の生活を守

る大切な役割を担っていることを理解していただくとともに、生命保険商品をはじめとする金融商品

の正しい知識や活用を一般社会に普及させるように実施してきた。 

 

一般消費者の参加によるセミナーや講演会開催の目的は、一般消費者の方々に安心で豊かな人生設

計を実現できるよう、主に『健康増進や先端医療』『生きがいを考える』『教育・人格形成』『ライ

フプランの設計支援』『経済や金融などの知識向上』といった５つの分野から専門家の体験談や健康

増進などのプログラムを通して生きがいを見出し、｢まさかの病や死に備える必要性」｢家族を含めた

ライフプラン知識」｢高齢化の中での年金情報」など、国民のライフサイクル全般にわたる生活設計に

役立てていただいた。 

年次大会は、年に一度、統一テーマのもとに全国規模のセミナーを開催する目的は、(1)公益法人と

して不特定多数の利益実現を図るという、当協会の使命・役割を改めて新入会員を含め末端まで徹底

させると同時に、(2)一般の消費者の方々に広く参加を呼び掛け、国民生活に密接な生命保険の役割を

理解していただくことにある。そのための広報活動を積極的に展開している（２０２４年度開催「２

０２４年次大会ｉｎ秋田」：全体で３,０００名参加）。また、同セミナーでは、加入者の体験談など

も交え、参加者に啓発活動を展開している。あわせて、広く実施している｢愛のドリーム募金」を代表

例として、様々な形での社会貢献活動（リレー・フォー・ライフ、スペシャルオリンピックス日本な

ど）ボランティア活動の意識向上を目的に活動している。 
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■公益法人団体相互の連携による『民による公益』の増進へ向けて 

（教育啓発・情報提供活動事業 （公益目的事業１）） 

ＪＡＩＦＡは、公益法人団体相互の交流を通じて｢民による公益事業」の拡大に応えるための活動に

も着眼し実施している。 

公益法人制度改革の目的は、｢民間非営利部門の活動の健全な発展を促進し民による公益の増進に寄与す

るとともに、主務官庁の裁量権に基づく許可の不透明性等の従来の公益法人制度の問題点を解決するこ

と。」とあり『民による公益』の増進を推進している。 

ＪＡＩＦＡは、自協会の活動とともに、他の公益法人組織との交流の中で、互いの組織の事業への理解

や連携を通じ、民による公益事業の推進に対して、交流を通じた活動に応えられるよう推進してきた。 

 ① 公益財団法人日本対がん協会 リレー・フォー・ライフ・ジャパン 全国各地の主催行事へ参加 

② 広報誌｢Ｐｒｅｓｅｎｔ」への寄稿 

    一般社団法人金融財政事情研究会｢お金にまつわるエトセトラ（ファイナンシャルプラン）」１４年継続 

    公益財団法人生命保険文化センター｢中学生作文コンクール」入賞作品の紹介 ２３年継続 
 
■社会貢献活動の充実（ボランティアおよびエコ活動事業 （公益目的事業２）） 

社会貢献活動事業は、ＪＡＩＦＡの公益事業の重要な位置づけにあり、従来から実施している様々な

社会貢献活動の充実拡大をはかり展開している。また、ＪＡＩＦＡ地方協会の特色を活かした独自の活

動を拡大させている。 

当協会の社会貢献活動の原点は、平成７年から開始した｢愛のドリーム募金」活動である。｢一日１０ 

円」の精神で募ったこれまでの募金総額は、２９年間で６億５,４５４万７,８４９円、福祉巡回車愛の

ドリーム号は４７６台、その他に、車椅子や家電製品、さらには児童支援に関わる文房具などの購入と

ともに全国各地へ寄贈してきた。 

このように、愛のドリーム募金は、｢愛のドリーム号」の贈呈に加え、未来ある子どもたちのために地 

域での要望や実情などを受けて、同募金の贈呈対象を、将来を担う子どもたちへの支援にも活動の輪を

拡大して身近な生活に役立ち、子どもたちが大きく育ってほしいと願っている。 

これからも、地域に根差した活動として地方協会毎に現地の事情に合わせた贈呈を推進していく。 

｢かけがえのない命とその命を育んでいる地球環境の保護」を｢タッチ エコ！」のスローガンのもと、

エコの視点を持った新たな取り組みとして、タオルの回収について継続的に実施しており、令和７年度

でも実施予定である。 

タオルの回収 

自宅や会社にある未使用のタオルを回収し、特別養護老人ホームなどの施設に寄贈して最後は雑巾 

に至るまで有効活用していただき喜ばれている活動である。一般企業から協力もいただいている。 

更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知をはかるため、令和元年度より、毎年、生命保険の

日（１月３１日）に併せて「愛のドリーム募金」贈呈式を全国地方協会にて一斉に挙行していく活動

を取り入れた。この活動は恒久事業として毎年継続していく。 
 

■ハートフルファンデーション支援（ボランティアおよびエコ活動事業（公益目的事業２） 

１．未来ある子どもたちへの継続支援 

平成２４年の設立からの５年間「年度ごとの期限を定めた支援」として毎年５００万円相当の寄贈

も続けてきた実績から、「年度ごとの期限を定めた支援」に代わり「未来ある子どもたち」に焦点を

あて継続してきた。令和５年度より下記３団体に新たな支援先として「ジャパンハート」を加え合計 

７００万円の支援をさせていただいた。 

また、終息が見えず子どもたちへの長期的な影響が懸念されている「困難な状況にあるウクライナ

の子どもたちのための支援」として、３００万円をウクライナ大使館を経由して支援をさせていただ

いた。 
 

継続支援実績（平成２９年度に継続８年目の支援） 

① ｢ＮＰＯ法人 日本ホスピタル・クラウン協会」（１００万円） 
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全国の病院を訪問して闘病中の子どもたちを笑顔にする活動をしている団体である。令和６年は、全国 

５３の小児病棟を、のべ９１５名のクラウン(道化師)が、４９４回訪問している他、ウクライナの小児病

棟の子どもたちや能登半島の被災地の人々に笑顔を届けた。病院の定期訪問の他、被災地の活動に支援さ

せていただいた。 

② ｢公益財団法人 ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパン」（２００万円） 

病気と闘う子どもが、家から離れた病院に入院している場合、家族の負担は肉体的にも精神的にも経済的

にも大きなものとなる。このような子どもの治療に付き添う家族の滞在施設が全国に１２施設あるため、

施設運営へ支援させていただいた。 

③ ｢公益財団法人 メイク・ア・ウィッシュ オブ ジャパン」（２００万円） 

命に関わる難病の子どもたちの夢をかなえ、生きる力や病気と闘う勇気を与え活動をしている団体で

ある。難病の子どもの夢を１つでも多く叶えることができるよう支援させていただいた。 

④ ｢ＮＰＯ法人 ジャパンハート」（２００万円） 

国内外を問わず医療の届かないところに医療を届けるという理念で、難病を抱える子どもたちの治療を実

現している団体である。特に小児がんの子どもたちを対象とした「スマイルスマイルプロジェクト」に支 

援させていただいた。 
 
２．突発的災害への支援 

全国各地で突発的に大災害が発生しており、全国の地方協会に１名ずつ登録いただいているハートフ

ル・コーディネーターと地方協会長とが被災状況等を把握し相談のうえ、支援内容について本部ハート

フルファンデーション委員会と連携する体制をとっているため、被災地が必要としている物資支援や要

望に対して下記の通り支援し役立てていただくことができた。 

万一の大災害時に、｢ＪＡＩＦＡらしい支援」が会員の総力をもって起動できる体制は、会費に会員一

人５００円の基金が加えられたことで年間約２,０００万円規模の原資が積み立てられ、会員全員の総力

をもって起動できる体制が整えられた。改めて感謝申し上げるとともに、引き続き公益法人としての社

会貢献活動として負託に応えていくこととしている。 
 

◆石川県能登半島への支援 

令和６年１月に発生した石川県能登半島地震では「石川県令和６年能登半島地震災害義援金」窓口

へ５００万円寄附をはじめとする支援をさせていただいていたが、被害が甚大であることから中長期

的な支援を行う方針を決定していた。令和６年度も石川県協会が物資支援や３回にわたる炊き出しを行

った。 

復興途上の能登に９月豪雨災害が発生し、激甚災害に指定されたことを受け、すぐに「石川県令和

６年能登豪雨災害義援金」窓口へ５００万円の寄附をさせていただいた。さらに石川県協会は、豪雨

直後に珠洲市社会福祉協議会と連携し被害状況を確認したうえで、避難所へ飲料や食料を支援させて

いただいた。 

 

◆令和６年７月２５日からの大雨にかかる災害への支援 

梅雨前線の影響で、山形県では線状降水帯が発生して大雨の被害がもたらされた。山形県協会は、

山形県戸沢村社会福祉協議会と連携し、県が建設した仮設住宅２８戸すべてに石油ストーブを支援さ

せていただいた。また被災世帯７０世帯対して防寒着２７５着を合計２２５万円の支援をさせていた

だいた。 

 

 ◆岩手県大船渡市の林野火災による災害への支援 

   ２月２６日に発生した林野火災について、火災が拡大する中、岩手県協会は大船渡市役所と連携し、被災

地で必要としている物資を確認し、ティッシュペーパー、歯ブラシ、歯磨き粉、カップみそ汁、ミニカップ

麺、粉ミルク、赤ちゃん用・大人用紙おむつ、男女下着などの支援物資を３度にわたり搬入した。 
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   最後に、年次大会にて恒例となっている「ＬＥＤバッジを活用した募金活動」は、ＪＡＩＦＡ年次

大会in秋田の開催地である秋田県と秋田市に「未来ある子どもたちへ役立たせるため」の支援として

８５万９,５２１円ずつ寄附をした。 

 

 
 

■公益事業としての国際協力の推進（管理部門） 

ＪＡＩＦＡが連携する海外協会であるＮＡＩＦＡ（全米生命保険ファイナンシャルアドバイザー協

会）との交流をはかり、生命保険に関係する研究を重ねると共に、やがて、ＪＡＩＦＡが諸外国をリ

ードし『国際的な民による公益の増進』を果たすことができる公益組織の見本となるようこれからも展開

していく。 

 

■会員増強と組織の強化（管理部門） 

組織強化の施策として会員間の情報交換の仕組みを強化することや、本部と会社代表とのコミュニ

ケーションを密にしながら、会社ごとの現状を判断し会員増加への対応を相互連携することは、ＪＡ

ＩＦＡの公益事業を津々浦々へ伝達するためには不可欠な取り組みである。 

正会員の募集は、会費徴収のシステム化、口座振替による会費納入化など会員の利便化を図る目的

で推進している。 

令和６年度は、会員数が前年度比１．５％の減少となり、会員数４万名まで達成するには至らなか

った。 

 
事業年度      会員数          増加数      増加率 

平成１６年   ２７,９９８ 名 

１７年   ２９,０１９ 名    １,０２１ 名    ３．６ ％ 

１８年   ２９,２４８ 名     ２２９ 名   ０．８ ％ 

１９年   ３０,５３８ 名    １,２９０ 名   ４．２ ％ 
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２０年   ３０,５７６ 名       ３８ 名   ０．１ ％ 

２１年   ３１,５９８ 名    １,０２２ 名   ３．３ ％ 

２２年   ３１,７７０ 名     １７２ 名    ０．５ ％ 

２３年   ３１,８１２ 名      ４２ 名    ０．１ ％ 

２４年      ３２,４１２ 名          ６００ 名     １．９ ％ 

２５年      ３３,７７５ 名       １,３６３ 名     ４．２ ％ 

２６年     ３４,０４４ 名          ２６９ 名    ０．８ ％ 

２７年     ３４,８９０ 名          ８４６ 名   ２．４ ％ 

２８年     ３６,４４９ 名       １,５５９ 名   ４．３ ％ 

２９年      ３８,４７６ 名       ２,０２７ 名   ５．３ ％ 

３０年      ３８,８７６ 名          ４００ 名   １．２ ％ 

令和 元年      ３９,３３４ 名          ４５８ 名   １．２ ％  

 ２年      ３８,８９７ 名      ▲ ４３７ 名  ▲１．２ ％ 

 ３年     ３９,５５７ 名          ６６０ 名   １．７ ％  

 ４年     ３８,６６４ 名      ▲ ８９３ 名  ▲２．３ ％ 

５年     ４０,４８７ 名       １,８２３ 名   ４．５ ％ 

６年     ３９,９０６ 名      ▲  ５８１ 名  ▲１．５ ％ 
 
 

ＪＡＩＦＡは、生命保険営業職員を正会員としている。生保業界の環境変化の中、代理店に所属す

る営業職員に対してもＪＡＩＦＡの事業活動を広報しつつ入会促進している。生命保険会社に所属す

る会社に比して代理店は来店窓口型も多く、一般消費者と接する機会には、ＪＡＩＦＡ会員であるこ

との誇りと、公益社団法人として活動していることの使命を伝えて頂くことで、消費者の方々が安心

して生命保険への理解を深めていただけるように取り組む。 
 
■広報誌｢Ｐｒｅｓｅｎｔ（プレゼント）」の充実と広報活動の拡大（管理部門） 

広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ」の内容を一般の消費者向けの記事を多く掲載するなどの刷新を行ってきた。 

２０２４年２月号より特集と連載を生命保険に関する記事を掲載している。相続対策など、一般の方

の知識となるような内容とする。 

また、広報活動については、ＪＡＩＦＡの公益活動を内外にＰＲするため「ホームページ」や「ＱＲ

コード」などを活用していく。 

 

●２０２４年４月号 

・ 特集 第３回 相続対策に強い生命保険 円満な遺産分割対策と円滑な相続税の納税資金準備 

・ 連載 第１回 ストレスなく紹介をいただける既契約マーケティング 既契約のお客さまと信頼関係を育

てることの大切さ 

・ 第１０８回 ゼロから学ぶ税金講座 定額減税、その実態は？（前編） 

・ 第２５６回 ありがとう生命保険 ～中学生作文コンクール入賞作品より～ 祖母の笑顔 

・ 第８５回 社会保険Ｑ＆Ａ 物価上昇に追いつかない年金額 物価上昇に追いつかない年金額 

・ 第１４５回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【ずっと愛される人が大切にしていること】基

本に「品格」を添えましょう 

・ 第１２７回 心のかけはし お客様は私の大切な家族のひとり～自分の人生の最後までお客様に寄り添い

たい～  

・ 第１５７回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ たった「1株」でも株主優待がもらえる? 

・ 第３回 学び（相互研鑽）のひろば 福島県協会創立４５周年記念講演会を開催しました 

・ タオル・カード類 収集へご協力のお願い  

 

●２０２４年５月号 

・ 特集 第４回 相続対策に強い生命保険 最低限押さえておこう、相続税の基礎控除と死亡保険金の非課

税枠 
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・ 連載 第２回 ストレスなく紹介をいただける既契約マーケティング 成績を安定させるためのキーマン

作り 

・ 第１０９回 ゼロから学ぶ税金講座 定額減税、その実態は?（後編） 

・ 第２５７回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～支えてくれた保険 

・ 第８６回 社会保険Ｑ＆Ａ 年金カットの基準が変更 

・ 第１４６回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【ずっと愛される人が大切にしていること】

『意識』をリスト化しましょう 

・ 第２１５回 お客様からの感謝の声４３歳で天国に旅立った最愛の夫。３人の息子達に十分な教育費を残

してくれました 

・ 第１５８回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 新ＮＩＳＡスタート!この後どうする?  

・ 第６２回 想いをつなぐ ボランティア活動や社会貢献活動など、広く公益のための活動を行っています 

・ 第６３回 ＪＡＩＦＡ ＶＯＩＣＥ Ｆａｃｅ to Ｆａｃｅでしか感じ取れない安心をお届けしたい! 

 

●２０２４年６月号 

・ 特集 第５回 相続対策に強い生命保険 その相続トラブル、生命保険があればまた違ったかもしれませ

ん 

・ 連載 第３回 ストレスなく紹介をいただける既契約マーケティング ストレスなく紹介をいただくため

の仕掛けづくり 

・ 連載 第１回 すぐに役立つ介護の知識 〈自宅で介護をする場合〉 

・ 第１１０回 ゼロから学ぶ税金講座 賃上げに税制改正が寄与？ 

・ 第８７回 社会保険Ｑ＆Ａ  国民年金保険料の「免除」 

・ 第１４７回 桐生純子の愛され力  コミュニケーション術【ずっと愛される人が大切にしていること】

自分の見え方を研究しましょう 

・ 第１２８回 心のかけはし 地域貢献活動を通じて 地域の皆様の心のかけはしになりたい～数字に表れ

ない心のつながりこそ、営業の活力～ 

・ 第１５９回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 安全運転でお得なゴールド免許・SDカー

ド 

・ 第６３回 想いをつなぐ 毎年5月に支部活動報告会を開催しています 

・ 第６４回 ＪＡＩＦＡ ＶＯＩＣＥ「大人のサークル活動」をテーマに皆で楽しみながら相互研鑽に励む 

・  

●２０２４年7月号 

・ レポート ２０２４ ＪＡＩＦＡ年次大会 in 秋田 Partnership～チームのために手を取り合おう～ 

・ 第５４回 定時総会 

・ ＪＡＩＦＡ社会貢献活動報告 

・ 第１６０回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 複利計算が瞬時にできる「７２の法則」

「１２６の法則」 

・ 連載 第２回 すぐに役立つ介護の知識 働きながら介護を続けるコツ【後編】〈遠距離介護の場合〉 

・ 第２５９回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～虹がもたらすたくさんの笑顔 

・ 第８８回 社会保険Ｑ＆Ａ 国民年金保険料の「猶予」 

・ 第１４８回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【ずっと愛される人が大切にしていること】心

のメンテナンスを習慣にしましょう 

・ 第１２９回 心のかけはし 人と人、一瞬の出会いを繋いで世の中をより良い方向へ導くことこそ私の仕

事～保険販売は先義後利。あと何があればその人の人生がワンランク上になるのかを常に考えそこに向か

う勇気を配っています～ 

・ 第１１１回 ゼロから学ぶ税金講座 子育てにやさしい税制改正 

・ 第６４回 想いをつなぐ 広く一般の方々にJAIFAを知っていただけるようなイベントや社会貢献活動を

しています 
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●２０２４年８月号 

・ 特集 第６回 相続対策に強い生命保険 相続財産次第では、相続放棄も検討しましょう  

・ 連載 第４回 ストレスなく紹介をいただける既契約マーケティング ご紹介を増やすためのポイントと

は 

・ 連載 第３回 すぐに役立つ介護の知識 失敗しないケアマネジャーの選び方 

・ 第１１２回 ゼロから学ぶ税金講座 「子育て支援」で生命保険料控除拡充へ 

・ 第２６０回 ありがとう生命保険 ～中学生作文コンクール入賞作品より～私を支えてくれているもの 

・ 第８９回 社会保険Ｑ＆Ａ 年金の「財政検証」と所得代替率 

・ 第１４９回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【ずっと愛される人が大切にしていること】運

を生かす小さな努力をしましょう 

・ 第２１６回 お客様からの感謝の声 生命保険加入の２年後、２６歳で精巣がんに。家族や親友の支えで

病気を乗り越えました 

・ 第１６１回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 「ＳＮＳ型投資詐欺」で約２７８億円も

被害に 

・ 第６５回 想いをつなぐ 「こども」と「障害者」の支援に力を入れています 

・ 第６５回 ＪＡＩＦＡ ＶＯＩＣＥ 業界全体の発展を目的に相互研鑽に励む 

 

●２０２４年９月号 

・ 特集 第６回 相続対策に強い生命保険  遺産分割の対象となる相続財産を知っておこう 

・ 連載 第５回ストレスなく紹介をいただける既契約マーケティング 既契約マーケティング導入のススメ 

・ 連載 第４回 すぐに役立つ介護の知識 介護保険・住宅改修のコツ〈介護リフォームで補助金を受けよ

う〉 

・ 第１１３回 ゼロから学ぶ税金講座 

・ 第２６１回 ありがとう生命保険 ～中学生作文コンクール入賞作品より～父の想い 

・ 第９０回 社会保険Ｑ＆Ａ パートの社会保険加入、さらに拡大 

・ 第１５０回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【ずっと愛される人が大切にしていること】心

を治すタイミングに気づきましょう 

・ 第１３０回 心のかけはし 自分に負けたくない。プライドをもってこの仕事と向き合っています 

・ 第１６２回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ 年金が年6万円増える?年金生活者支援給

付金とは  

・ 第６６回 想いをつなぐ 私たちの合言葉は「力を合わせて全力で」 

・ 第６６回 ＪＡＩＦＡ ＶＯＩＣＥ お互いに研鑽しながら、日々勉強しています 

 

●２０２４年１０月号 

・ 特集 第８回 相続対策に強い生命保険 遺産分割の方法にもパターンがあります 

・ 「生命保険の月」に寄せて 

・ 連載 第２回 ＦＰ知識を活用した保険販売のアプローチ 教育委からのアプローチ 

・ 第１１４回 ゼロから学ぶ税金講座 「相続税の総額」がわかれば相続税がわかる（２） 

・ 第２６２回 ありがとう生命保険 ～中学生作文コンクール入賞作品より～保険からの贈りもの 

・ 第９１回 社会保険Ｑ＆Ａ 

・ 第８０回 社会保険Ｑ＆Ａ「１３０万円の壁と１０６万円の壁の違い」 

・ 第１５１回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【ずっと愛される人が大切にしていること】自

分が使っている言葉を意識しましょう! 

・ 第２１７回 お客様からの感謝の声 前妻が出産後に急逝してから１５年。新しい家族との１日１日を大

切にしています 

・ 第１６３回 思わず伝えたくなる！お金にまつわるエトセトラ「年収の壁」を超えて働く３つのメリット 

・ 第６７回 想いをつなぐ 社会貢献活動を通して研鑽を積んでいます 

・ 第６７回 ＪＡＩＦＡ ＶＯＩＣＥ 「楽しく活動をすること」をモットーに様々な活動をしています 
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●２０２４年１１月号 

・ ＪＡＩＦＡ理事・監事 ２１人の理事・監事からのメッセージ特集 

・ 特集 第９回 相続対策に強い生命保険 最近の相続対策は死亡だけではありません～長生きによる介護

リスク～ 

・ 連載 第５回 すぐに役立つ介護の知識 介護費用の一部が医療費控除の対象になるって本当ですか？ 

・ 第１１５回 ゼロから学ぶ税金講座 「相続税の総額」がわかれば相続税がわかる（３） 

・ 第２６３回 ありがとう生命保険連載 ～中学生作文コンクール入賞作品より～生命保険が与えてくれる

もの 

・ 第９２回 社会保険Ｑ＆Ａ 65歳からの社会保険（前編） 

・ 第１５２回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【ずっと愛される人が大切にしていること】自

信というスキルを身につけましょう 

・ 第１３１回 心のかけはし 全ての人との出会いを大切に。感謝の輪をつなげて自分も周りも笑顔にした

い 

・ 第１６４回 思わず伝えたくなる お金にまつわるエトセトラ 遺族年金の「男女差」解消へ?  

・ 第６８回 想いをつなぐ 先輩方の想いを継承しながら、年次大会の開催に挑戦します! 

・ 第６８回 ＪＡＩＦＡ ＶＯＩＣＥ 我々が元気ならば地域が元気になる!   

・ ＪＡＩＦＡテーマソング明るい未来へ 

 

●２０２４年１２月号 

・ ＪＡＩＦＡ５４地方協会長からのメッセージ 

・ 特集 第１０回 相続対策に強い生命保険 相続対策は二次相続まで考えよう 

・ 連載 第６回ストレスなく紹介をいただける既契約マーケティング 「既契約マーケティング」を活用し

て今こそ真の顧客本位を！  

・ 連載 第６回 すぐに役立つ介護の知識 在宅介護費用はいくらかかる? 事例で学ぶ介護保険の利用料 

・ 第１１６回 ゼロから学ぶ税金講座 「相続税の総額」がわかれば相続税がわかる（４） 

・ 第２６４回 ありがとう生命保険連載 ～中学生作文コンクール入賞作品より～保険で咲く笑顔 

・ 第９３回 社会保険Ｑ＆Ａ ６５歳からの社会保険（中編）  

・ 第１５３回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術【ずっと愛される人が大切にしていること】今

年1年の自分と対話しましょう 

・ 第１６５回 思わず伝えたくなる お金にまつわるエトセトラ お金を貯められる人が行かない３つの場

所 

・ 第６９回 想いをつなぐ 地域の皆様に喜んでいただける活動を精力的に 

・ 第６９回 ＪＡＩＦＡ ＶＯＩＣＥ 皆さん、ＪＡＩＦＡを楽しみましょう! 

・ ＪＡＩＦＡテーマソング明るい未来へ 

 

●２０２５年１月号 

・ 新春対談 Ｆｏｒ ｙｏｕｒ ｓｍｉｌｅ ～あなたの笑顔と幸せのために～ 

高島 礼子さん＜俳優＞ 金井 敬司＜ＪＡＩＦＡ第１３代理事長＞ 

・ 連載 第１回 １０分レッスン事例で学ぶライフプランニング 家計を見直したい３０代世代連載 

・ 第２６５回 ありがとう生命保険連載 ～中学生作文コンクール入賞作品より～生命保険の心強さ 

・ 第６２回 中学生作文コンクール 入賞者表彰式 

・ 生命保険会社社長より 新年のご挨拶 

・ 第１１７回 ゼロから学ぶ税金講座 「相続税の総額」がわかれば相続税がわかる（５） 

・ 第９４回 社会保険Ｑ＆Ａ ６５歳からの社会保険（後編） 

・ 第１５４回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術 【ずっと愛される人が大切にしていること】

経験したことすべてを成長に変えましょう 

・ 第２１８回 お客様からの感謝の声 自分らしい生き方を全うした７３歳の妹が遺した老後資金。悲しい

相続になりました 
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・ 第１６６回 思わず伝えたくなる お金にまつわるエトセトラ ２年目を迎える新ＮＩＳＡ 「貯蓄から

投資へ」は進んだ？ 

・ 全国会長会議報告 

・ 第７０回 想いをつなぐ これからの日本を背負う子どもと親のために貢献したい 

・ 第７０回 ＪＡＩＦＡ ＶＯＩＣＥ メンバー全員が役割を全うし、団結力があります！ 

 

●２０２５年２月号 

・ 特集 第１１回 相続対策に強い生命保険 世界的にもユニークな日本の相続税の計算の仕方を押さえて

おこう 

・ 連載 第２回 １０分レッスン事例で学ぶライフプランニング 団信選びに迷う４０代世代 

・ 第１１８回 ゼロから学ぶ税金講座 「相続税の総額」がわかれば相続税がわかる（６） 

・ 第２６６回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～ 祖母と黄色い花  

・ 第９５回 社会保険Ｑ＆Ａ 高年齢雇用継続給付の縮小 

・ 第１５５回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術 

・ 【ずっと愛される人が大切にしていること】笑顔が引き出す効果を知ろう 

・ 第２１９回 お客様からの感謝の声 ステージ４のがんを克服。家族、仕事仲間、医療従事者、生命保険

すべてに感謝です 

・ 第１６７回 思わず伝えたくなる お金にまつわるエトセトラ スポーツジム代でも医療費控除が受けら

れる？ 

・ タオル・子ども向け絵本 収集へご協力のお願い 

・ ２０２５ＪＡＩＦＡ年次大会 ｉｎ さぬき 参加者募集のご案内 

 

●２０２５年３月号 

・ 特集 第１２回 相続対策に強い生命保険 生前贈与を活用しよう その１ 

・ 連載 第３回 １０分レッスン事例で学ぶライフプランニング 老後のために資産運用を始めたい世帯～

その１～ 

・ 第１１９回 ゼロから学ぶ税金講座 「１０３万円の壁」２つの側面（前編） 

・ 第２６７回 ありがとう生命保険～中学生作文コンクール入賞作品より～おばあちゃんありがとう 

・ 第９６回 社会保険Ｑ＆Ａ 「１０６万円の壁」崩壊へ 

・ 第１５６回 桐生純子の愛され力 コミュニケーション術 【ずっと愛される人が大切にしていること】 

褒めるセンスを身につけましょう 

・ 第２２０回 お客様からの感謝の声 ４３歳で甲状腺がん罹患。治療と仕事を両立し、モットーは「人生

を楽しむ！」です 

・ 第１６８回 思わず伝えたくなるお金にまつわるエトセトラ ２０２５年３月２４日から「マイナ免許

証」がスタート 

・ 第７１回 ＪＡＩＦＡ ＶＯＩＣＥ ５０周年だョ！全員集合 

・ ２０２５ＪＡＩＦＡ年次大会 ｉｎ さぬき 参加者募集のご案内 
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１．教育啓発・情報提供活動事業 （公益目的事業1） 

 

セミナー開催事業 
セミナーや講演会開催の目的は、一般消費者の方々に安心で豊かな人生設計を実現できるよう、下記

の５つの分野から専門家の体験談や健康増進などのプログラムを通して生きがいを見出し、｢まさかの

病や死に備える必要性」｢家族を含めたライフプラン知識」｢高齢化の中での年金情報」など、国民のラ

イフサイクル全般にわたる生活設計に役立てていただいている。 

全国９ブロック５４協会が、さまざまな分野から講師をお招きして１３２回のセミナーを開催した。

セミナーの殆どをオープンセミナーとして、会員はもちろん会員以外の主婦や学生など一般の方々にも

多数ご参加いただいた。開催したセミナーの一部を下記に記載する。 
 

１．健康増進や先端医療のテーマ 

◆開催事例 

①𠮷岡 秀人（特定非営利活動法人ジャパンハート 最高顧問） 

『救う力～こころを救う医療と自分を裏切らない生き方～』 

②矢方 美紀（元 ＳＫＥ４８） 

『乳がんについてよく知ろう』 

③原 千晶（元 女優） 

『大切にしたい自分の体～２度の子宮がんを経験して～』 

④広庭 孝次（メディポリス国際陽子線治療センター 福岡事務所 所長） 

『切らないがん治療 先進医療「陽子線治療」について』 
 

２．生きがいを考えるテーマ 

◆開催事例 

①山田 邦子（お笑いタレント） 

『大丈夫だよ、がんばろう！』 

②サヘル・ローズ（俳優） 

『出会いこそ、生きる力』 

③木山 裕策（シンガー） 

『ガンが教えてくれたこと～自分に向き合って見つけた夢～』 

④ゴルゴ松本（お笑い芸人） 

『命の授業』 

⑤朝妻 久実（元 山陰中央テレビアナウンサー） 

『応援は幸せの循環の始まり～やり方の前に在り方～』 
 

３．教育・人格形成テーマ 

◆開催事例 

①坪田 信貴（坪田塾 塾長） 

『人をやる気にさせる科学的な坪田式メソッド』 

②中野 信子（脳科学者） 

『ビジネスに生かす脳科学 成功する人の習慣チャンスを勝ち取る人になる！』 

③井村 雅代（（公社）井村アーティスティックスイミングクラブ 代表理事） 

『心の才能をのばす』 

       ④松坂 大輔（元 プロ野球選手・元 メジャーリーガー） 

『成功は地味な努力の積み重ねの先に～メジャーでの戦い～』 
 
４．ライフプランの設計支援テーマ 

◆開催事例 

①今泉 洋一（（株）クオリティ・トラスト 代表取締役） 
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『人生１００年「民事信託」という選択肢～思いを実現させる生前からの仕掛けづく 

り～』 

②山本 英生（山本英生税理士事務所 所長） 

『そうぞくと生命保険』 

③小板橋 孝司（元 明治安田 拠点長） 

『ｉＤｅＣｏとＮＩＳＡと保険の積立と』 
 

５．経済や金融などの知識向上テーマ 

◆開催事例 

①岸 博幸（大学院教授） 

『最新の日本経済の行方と人生でやるべきこと、やめるべきこと～多発性骨髄腫と向 

き合って～』 

②菊池 幸夫（弁護士） 

『世の中うまい話はない！消費者問題あれこれ』 

③尾河 眞樹（ｿﾆｰﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ株式会社 執行役員兼金融市場調査部担当ﾁｰﾌｱﾅﾘｽﾄ） 

『世界経済の見通しとグローバル分散投資の重要性』 

④馬渕 磨理子（（一社）日本金融経済研究所） 

『日本経済の見通しと企業の取るべき戦略』 

 
 

ブロックセミナー 

＜北海道ブロック＞ 

令和６年１０月 ４日（金）  釧路プリンスホテル 

谷田 昭吾        『幸せな毎日の作り方～ポジティブ心理学の実践～』 

 

  ＜東北ブロック＞ 

   令和６年１１月 ８日（金）  ホテルメトロポリタン山形 

立川志の春      『落語に学ぶ人を惹きつける話術』 

今泉 洋一 『人生１００年「民事信託」という選択肢～思いを実現させる生前 

  からの仕掛けづくり～』 

＜関東甲信越ブロック＞ 

令和６年１２月 ６日（金）  富士石和温泉郷 ホテルふじ 会議室 

ニーナ ヒデヒコ     『７つのがんを持つ男』 

 

  ＜東海北陸ブロック＞ 

   令和６年 ９月２７日（金）  福井県県民ホール 

島田 秀平        『コミュニケーションの技を伝授』 

ひすい こたろう    『人生を輝かせる言葉をお届けします』 

今村 友美       『最後に伝えたのは愛と感謝だった』 

チアドリームプロジェクト『チアダンス』 

 

＜近畿ブロック＞ 

 令和６年１０月２１日（月）  ヒルトン大阪 

   佐藤 ひらり      『心の目と無限の可能性』 

   泉  房穂       『不可能を可能にする方法〜わたしたちはどう働いたらいいのか

〜』   
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  ＜四国ブロック＞ 

   令和６年 ７月１７日（水） 高松国分寺ホール 

笠井 信輔        『どん底でも前を向いて生きられた！』 

中橋 恵美子      『少子化時代の今の子育て家庭の背景と様々な支援メニュー』 

 

 

２．ボランティアおよびエコ活動事業（公益目的事業２） 
 
社会貢献事業 
 
■愛のドリーム募金■ 

各地方協会とも贈呈計画への取組みが行われ、高齢者を対象とした福祉巡回車｢愛のドリーム号」の

贈呈に加えて、地方協会の規模や贈呈先の要望により贈呈対象を児童養護施設等への慰問や支援にも

広げ、地域性や計画性を考慮した活動を展開している。 

また、広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ」では、裏表紙に、生命保険の日（１月３１日）に併せて全国一斉に

「愛のドリーム募金」贈呈式を挙行した活動を掲載した。令和７年３月３１日現在までの総累計金額

は、６億５,４５４万７,８４９円である。 

  ■ボランティア団体主催の諸行事に参加 

ガンに立ち向かう人々のための公益財団法人日本対がん協会のリレー・フォー・ライフや、知的発

達障害のある人々のための公益社団法人スペシャルオリンピックス日本などへ、人的支援として会員

が積極的に参加するように取り組んでいる。 

■大災害に対する緊急支援体制■ 

これまで、国内外の各地で発生した台風や地震などの突発的自然災害により被害を受けられた方々

に対して、援助を必要とする事態が発生した場合には今後も迅速な支援を行えるよう、ハートフルフ

ァンデーションの運営体制をもって対応していく。 

 
 
３．調査・提言事業（その他の事業） 
 
 諸団体との連携・交流等事業 
・令和６年 ４月１８日(木)１９日(金) 第５４回ＭＤＲＴ日本会大会に金井理事長が出席した。 

・令和６年 ６月２１日(金) 第５３回ＴＬＣ（生命保険協会認定ＦＰ）会総会に日影理事が出席した。 

・令和６年  ７月 ２日(火) アンダーライティング学院運営委員会に金井理事長が出席した。 

・令和６年 ８月 ５日(月) アンダーライティング学院運営委員会に日影理事が出席した。 

・令和６年 ８月２７日(火) アンダーライティング学院第４９期生卒業式に曽根﨑理事が出席した。 

・令和６年 ９月 ４日(水) アンダーライティング学院第５０期生入学式に事務局が出席した。 

・令和６年１０月１８日(金）生命保険修士会５０年記念定時総会講演会に日影理事が出席した。 

・令和６年１１月１５日(金）一般社団法人日本損害保険代理業協会第１３回日本代協コンベンション懇

親会に事務局が参加した。 

・令和６年１１月２７日(水）アンダーライティング学院会計監査に右見理事が出席した。 

・令和７年 １月 ６日(月) 一般社団法人生命保険協会新年賀詞交歓会に金井理事長と事務局が出席し

た。 

国際連携事業 
 
■ＮＡＩＦＡ年次大会 

ＮＡＩＦＡとＪＡＩＦＡは、互いに抱えるさまざまな問題や課題に対し真摯に向かい合い、お客様

や一般市民に不利益な政策や法案に強く意見を述べる活動を続けている。 

日米共に共通しているのは、営業職員がＪＡＩＦＡやＮＡＩＦＡといった組織に所属し、常にお客

様のために学び、そして我々がお客様に長きにわたり接し続けることが大切な事であり、その活動に
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は国境がない。米国から学ぶことの価値は高く、公益法人としての役割を再認識しつつこれからも密

接な連携を保っていける関係であることは意義深く、私達が米国の生命保険制度を学ぶ意味を活かして

いくことが重要である。 
 
政策・調査研究活動等事業 
 

   政党、関係団体との各種会合に出席し意見の開陳を行い、消費者が不当に不利益を被ることのない

ようその動向を明示し、消費者の利益を守るなど公益活動に資するよう引続き努力を続けてきた。今

後も生命保険料控除などの税制改正や銀行窓販等に対して問題意識を持ちつつ活動を推進していく。 

令和７年度税制改正に関する要望項目について 

令和６年７月に要望書を作成。自由民主党組織運動本部団体総局財政・金融・証券関係団体委員会

へ要望書を提出したほか、１１月１９日に開催された同会｢予算・税制等に関する政策懇談会」にて一

般政策の要望を行った。今般の要望事項は下記の通り（抜粋） 
 

《重点要望項目》 

◎人生１００年時代を迎え、少子高齢化の急速な進展や働き方・ライフスタイルの多様化など社会環

境が変化する中、持続可能な社会保障制度の確立と国民生活の安定に資するために、国民の自助・

自立のための環境を整備する観点から、生命保険料控除制度を拡充すること 

－令和６年度税制改正大綱に記載された内容で税制改正を決定すること（所得税法第７６条） 

《その他の要望項目》 

Ⅰ．企業年金保険関係 

○公的年金制度を補完する企業年金制度（確定給付企業年金制度、企業型確定拠出年金制度、厚

生年金基金制度）および個人型確定拠出年金制度等の積立金に係る特別法人税を撤廃すること、

撤廃に至らない場合であっても課税停止措置を延長すること 

○働き方に中立的な税制の構築に向けた税制改正の議論、とりわけ拠出時・運用時・給付時の課

税の在り方については、私的年金全体の拠出限度額の見直し等の議論が進んだ場合であっても、

年金制度のカバレッジの縮小が起きないよう、一体的・慎重に議論を行うこと 

○確定給付企業年金制度について、企業の年金支給義務等を移転させる仕組みを導入するための

措置を講ずること 

○企業型確定拠出年金制度における退職時の中途引出し（脱退一時金）について支給要件を緩和

すること 

Ⅱ．生命保険契約関係 

○遺族の生活資金確保のため、相互扶助の原理に基づいて支払われる死亡保険金の相続税非課税

限度額について、現行限度額（「法定相続人数×５００万円」）に「配偶者分５００万円＋未

成年の被扶養法定相続人数×５００万円」を加算すること 

 

また、各政策の状況・情報取得のため諸会議等にも参加した。 
 

○一般社団法人生命保険協会・公益財団法人生命保険文化センター等との懇談会 

   令和７年１月２７日（月）如水会館において、ＪＡＩＦＡ主催による生命保険協会、生命保険文化

センター、全国生命保険労働組合連合会、生命保険協会長担当４社の調査部・教育部と各種諸問題を

話題としての懇談会を開催された。 
 
 
４．管理部門 
 

組織の現状 

令和６年度末の会員数は３９,９０６名となった。前年令和５年度末会員数４０,４８７名と比較す

ると５８１名の減少となった。また、５４地方協会のうち増加地方協会は２３協会であった。地方協

会別会員数は、別表（４８～４９ページ添付）資料の通りである。 
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会員増加２３協会 

宮城県・秋田県・山形県・茨城県・栃木県・新潟県・千葉県・神奈川県・岐阜県・三重県・滋賀

県・京都府・兵庫県・和歌山県・鳥取県・島根県・岡山県・山口県・香川県・愛媛県・佐賀県・大

分県・宮崎県 

 

諸会議の開催 

① 理事会 

第１回 令和６年 ４月２３日（火）午後２時～午後４時半 メットライフ生命 ６階 会議室 

議 題 Ⅰ．決議事項 第 １ 号議案 令和５年度事業報告承認の件 第 ２ 号議案 令和５年度決

算承認の件 監査報告含 第 ３ 号議案 定時総会の開催承認の件 １．開催日時について ２．開催

場所について ３．委任状について ４．議事録署名人について ５．議事 決議事項：第 １ 号議案 

令和５年度決算承認の件 報告事項：１．令和５年度事業報告の件 ２．令和６年度事業計画報告

の件 ３．令和６年度予算報告の件 Ⅱ. 報告事項 １．職務執行状況の報告について 理事長・副

理事長 ２．内部監査報告について ３．組織の現況について 会費入金状況、行事開催報告、愛の

ドリーム募金 ４．秋田年次大会の開催について ５．その他 

第２回 令和６年 ９月 ６日（金）午後２時半～午後４時半 メットライフ生命 ６階 会議室 

議 題 Ⅰ．決議事項 １．令和６年度事業推進について ＩＴ公益推進委員会 教育部会 ＩＴ公

益推進委員会 広報部会 ＩＴ公益推進委員会 ＩＴ推進部会 企画運営委員会 社会貢献委員会 

会員増強委員会 公益総務委員会 ハートフルファンデーション委員会 ２．規程改定の件 ３．

地方協会長承認の件 ４．支部（地方協会）運営規程細則改定の件 Ⅱ．報告事項 １．組織の現

況について 行事開催報告、会費入金状況、愛のドリーム募金 ２．内部監査について ３.全国会

長会議の開催予定について ４．その他 

第３回 令和６年１０月３１日（木）午後１時～午後２時半 メットライフ生命 ６階 会議室 

議 題 Ⅰ．決議事項 １．令和６年度事業推進について ２．令和６年度事業計画骨子について 

ＩＴ公益推進委員会 教育部会 ＩＴ公益推進委員会 広報部会 ＩＴ公益推進委員会 ＩＴ推進部会 

企画運営委員会 社会貢献委員会 会員増強委員会 公益総務委員会 ハートフルファンデーショ

ン委員会 ３．支部（地方協会）運営規程細則改定の件 １．職務執行状況の報告について（理事

長・副理事長） ２．組織の現況について 行事開催報告、会費入金状況、愛のドリーム募金 ３. 

内部監査について ４．その他 

第４回 令和７年 １月２７日（月）午後２時～午後４時半 如水会館 ３階『松風の間』 

議 題Ⅰ．決議事項 １．令和６年度事業推進について ２. 令和７年度事業計画案について   

ＩＴ公益推進委員会教育部会 ＩＴ公益推進委員会広報部会 ＩＴ公益推進委員会ＩＴ推進部会 

企画運営委員会 社会貢献委員会 会員増強委員会 公益総務委員会 ハートフルファンデーショ

ン委員会 ３. 令和７年度予算原案について ４．役員選出について ５．地方協会の承認と任命

について ６．その他 Ⅱ．報告事項 １．組織の現況について 行事開催報告、会費入金状況、

愛のドリーム募金 ２. 内部監査について ３．その他 

第５回 令和７年 ３月 ７日（金）午後１時半～午後３時半 メットライフ生命 ６階 会議室 

議 題Ⅰ．決議事項 １．令和６年度事業推進について ２. 令和７年度事業計画案について   

ＩＴ公益推進委員会教育部会 ＩＴ公益推進委員会広報部会 ＩＴ公益推進委員会ＩＴ推進部会 

企画運営委員会 社会貢献委員会 会員増強委員会 公益総務委員会 ハートフルファンデーショ

ン委員会 ３. 役員選出について ４．地方協会長追加承認の件（富山県協会） ５．支部（地方

協会）運営規程細則改定の件 ６．その他 Ⅱ．報告事項 １．組織の現況について 行事開催報

告、会費入金状況、愛のドリーム募金 ２. 内部監査について ３．その他 
 
② 委員会 

 
ＩＴ公益推進委員会 教育部会 

第１回【教育部会・編集会議】令和６年 ８月 ８日（木） 午後２時～午後３時半 ＪＡＩＦＡ本部

会議室 

議 事 １．令和６年度事業進捗について ２．令和６年度広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ」の制作

について ３．令和７年度事業計画案（骨子）について ４.その他 

編集会議 午後３時半～午後５時 
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議 事 １．令和６年度広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ」下半期の編集内容について ２．令和７年

度広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ」年間編集方針について ３．その他 

     第２回【教育部会・編集会議】令和６年１１月２９日（金）午後２時～午後３時半 ＪＡＩＦＡ本部会

議室 

議 事 １．令和６年度事業進捗について ２. 令和７年度広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ」の制作

について ３．令和７年度事業計画案について ４．その他 

編集会議 午後３時３０分～午後５時 

議 題 １. 令和７年度広報誌「Ｐｒｅｓｅｎｔ」下半期の編集内容について  ２．その他 

ＩＴ公益推進委員会 広報部会 

    第１回 令和６年１０月１７日（木）午後１時～午後３時 ＪＡＩＦＡ本部会議室 

議 事 １．令和６年度事業推進状況について ２．令和７年度事業計画案（骨子）について

 ３．その他 

    ＩＴ公益推進委員会 推進部会 

第１回 令和６年 ８月２９日（木）午後２時～午後３時 ＪＡＩＦＡ本部会議室【Ｗｅｂ会議】 

議 事 １．各委員会によるＬＩＮＥメッセージ配信の活用  ２. 議案書・委任状電子化検

討  ３. ＨＰアクセス件数の事業計画目標達成 

第２回 令和６年 １１月１１日（月）午前１１時半～午後１２時半 ＪＡＩＦＡ本部会議室【Ｗｅ

ｂ会議】 

議 事 １．全国会長会議で挙げられたＪＡＩＦＡ学習帖の活用方法について  ２. 令和７

年度事業計画案 

企画運営委員会 

第１回 令和６年１２月 ５日（木）午後１時半～午後５時 ＪＡＩＦＡ本部会議室 

      議 事 １．２０２５ＪＡＩＦＡ年次大会について ２．令和７年度事業計画（案）について   

３．その他 

    【２０２４ＪＡＩＦＡ年次大会ｉｎ秋田実行委員会】 

第４回 令和６年 ４月３０日（火）午後２時～午後４時半 明治安田生命 秋田支社 ２階 会議

室 

         議 事 １．２０２４ＪＡＩＦＡ年次大会ｉｎ秋田について ２．その他 

第５回 令和６年 ６月２７日（木）午後２時～午後５時 アルヴェ 多目的ホール 

         議 事 １．２０２４ＪＡＩＦＡ年次大会ｉｎ秋田 開催を受けて ２．その他 

    【２０２５ＪＡＩＦＡ年次大会ｉｎさぬき実行委員会】 

第１回 令和６年 ７月１６日（火）午後２時～午後５時 日本生命 高松支社 会議室       

議 事 １．２０２４ＪＡＩＦＡ年次大会報告 （ダイジェストＤＶＤ視聴） 

   ２．２０２５ＪＡＩＦＡ年次大会 について ３．その他 

第２回 令和６年１０月 ９日（水）午後２時～午後５時 日本生命 高松支社 会議室 

議 事 １．２０２５ＪＡＩＦＡ年次大会について ２．その他 

第３回 令和７年 １月３１日（金）午後１時半～午後５時半 サンポート高松 ５４会議室 

      議 事 １．２０２５ＪＡＩＦＡ年次大会について ２．その他 

社会貢献委員会 

第１回 令和６年１０月１７日（木）午後３時半～午後５時 ＪＡＩＦＡ本部会議室 

議 事 １．令和６年度事業進捗と今期方針の検討について ２．令和７年度事業計画案

（骨子）について ３．その他 

会員増強委員会 

第１回 令和６年１１月２１日（木）午後１時半～午後２時半 ＪＡＩＦＡ本部会議室【Ｗｅｂ会議】 

        議 事 １．令和６年度事業推進と会員増強について ・会費納入状況について ・会員増強

について ２．令和７年度事業計画（案）について ３．その他 

公益総務委員会 

           第１回 令和６年１１月１１日（月）午前１０時半～午前１１時半 ＪＡＩＦＡ本部会議室【Ｗｅｂ

会議】 
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議 事 １．令和６年度事業進捗について ２．令和７年度事業計画(案)について ３．地

方協会からの意見書について ４．その他 

 

③ 全国会長会議 

第１回 令和６年１０月３１日（木）午後３時～午後６時 メットライフ生命 ６階大会議室 全国会長

会議、ＪＡＩＦＡフォーラム 午後６時半～午後８時半 ナイトミーティング 

議 事 １．本部重要事項報告 ①委員会の進捗と令和７年度事業計画骨子 ＩＴ公益推進委員

会教育部会 ＩＴ公益推進委員会広報部会 ＩＴ公益推進委員会ＩＴ推進部会 企画運

営委員会 社会貢献委員会 会員増強委員会 公益総務委員会 ハートフルファンデー

ション委員会  ②ＪＡＩＦＡの組織の現況等について １．内部監査報告 ２．事例

報告「ハートフルファンデーション支援」について 石川県協会 角村会長、「生命保

険協会との連携」について 大分県協会 前畑会長、「年次大会動員方法・ツアー企

画」について 埼玉県協会 山﨑会長 ３．広報部会より「ＪＡＩＦＡ学習帖のコンテ

ンツ説明」４．ＪＡＩＦＡフォーラム ５．その他   

令和６年１１月 １日（金）午前９時～正午 メットライフ生命 ６階大会議室 全国会長会議、 

ブロック会議  

議 事 １．ＪＡＩＦＡフォーラム報告（８グループからの代表） ２．ブロック会議 北海道

ブロック、東北ブロック、関東甲信越ブロック、首都圏ブロック、東海北陸ブロック、

近畿ブロック、中国ブロック、四国ブロック、九州ブロック ３．ブロック会議報告と

ブロック長会議報告 ４．年次大会誘致のＰＲ ５．その他 

 

④ ブロック長会議 

第１回 令和６年１０月３１日（木）午後１時～午後２時半 メットライフ生命 ６階大会議室  

議 事 １．会員増強「令和６年度末時点  会員増員目標数」について ２. 「２０２５ＪＡＩ

ＦＡ年次大会ｉｎさぬき」の参加動員数について ３．２０２８年の年次大会開催地に

ついて ４.その他 

 

⑤ ブロック会議 

＜北海道ブロック＞ 

令和６年１０月 ４日（金）釧路プリンスホテル 

令和６年１０月３１日（木）メットライフ生命６階会議室 

    ＜東北ブロック＞ 

令和６年 ７月 ９日（火）朝日生命保険相互会社 山形支社 

令和６年１０月３１日（木）メットライフ生命６階会議室 

＜関東甲信越ブロック＞ 

令和６年 ７月１２日（金）明治安田生命保険相互会社 群馬支社 ３階会議室 
令和６年１０月３１日（木）メットライフ生命６階会議室 

令和６年１２月 ６日（金）富士石和温泉郷 ホテルふじ 会議室 

＜首都圏ブロック＞ 

令和６年１０月３１日（木）メットライフ生命６階会議室 

令和７年 ３月２９日（土）久喜市総合体育館 

＜東海北陸ブロック＞ 

 令和６年 ９月２８日（土）ユアーズホテルフクイ 

令和６年１０月３１日（木）メットライフ生命６階会議室 

＜近畿ブロック＞ 

令和６年１０月３１日（木）メットライフ生命６階会議室 

＜中国ブロック＞ 

令和６年１０月３１日（木）メットライフ生命６階会議室 

＜四国ブロック＞ 

令和６年１０月３１日（木）メットライフ生命６階会議室 

令和６年１１月２８日（木）ＺООМ会議 

令和７年 １月２８日（火）ＺООМ会議 
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令和７年 ２月２０日（木）ＺООМ会議 

令和７年 ３月１４日（金）高松ふれあい福祉センター勝賀 

＜九州ブロック＞ 

令和６年１０月３１日（木）メットライフ生命６階会議室 

令和７年 ２月１４日（金）アクア博多ビルE会議室 

■業務執行体制等 

規程順守、個人情報をはじめコンプライアンス体制の強化、また反社会的勢力に対する対応方針な

ど、理事会の場を活用し、役員並びに職員に対しても説明をしたうえで、体制の強化にあたっている。 

令和６年度は、｢本部事務局の管理体制・事務局の運営等を主体にした活動」｢従来からの内部監査

の延長活動」の各項目での内部監査を実施した。 

内部監査 【本部事務局の管理体制・事務局の運営等を主体にした活動】 

１ 令和５年度に引き続き各種規程類の見直し 

２ 本部事務局の管理体制、事務についての見直し 

【従来からの内部監査の延長活動】 

１ 各ブロック活動・地方協会の活動の確認 

■職員の状況 

本部事務局の業務にあたる令和６年度末の専従職員数は６名である。 

 

■節電の実施 

政府の電力需給に関する検討会合及びエネルギー・環境会議合同会合において毎夏・毎冬とも｢電力

需給対策について」の決定に基づいた節電対策の要請を受け、電力需給対策・徹底した節電に取り組

んだ。 
 
■福利厚生 

公益社団法人移行後は、一般法人法の適用により、役員の賠償責任のリスクが発生することから、

公益財団法人公益法人協会が斡旋する｢役員賠償責任保険団体制度」に加入している。この保険は、法

人役員が、社員代表訴訟、法人訴訟（いずれも社団法人のみ）、第三者訴訟（社団法人、財団法人共

通）により損害賠償請求を提起された場合、法律上の損害賠償責任・訴訟費用を負担することによっ

て被る損害をカバーするものとなっている。 
 


